
84

粟国の野鳥研究粟国の野鳥研究粟国の野鳥研究粟国の野鳥研究    ～粟国村の自然を大切にしよう～～粟国村の自然を大切にしよう～～粟国村の自然を大切にしよう～～粟国村の自然を大切にしよう～    

粟国村立粟国小学校粟国村立粟国小学校粟国村立粟国小学校粟国村立粟国小学校「「「「自然観察クラブ自然観察クラブ自然観察クラブ自然観察クラブ」」」」    

                                                                                ５年５年５年５年    宮城秀平宮城秀平宮城秀平宮城秀平        山内桃佳山内桃佳山内桃佳山内桃佳        新城琉世新城琉世新城琉世新城琉世    

                                                                                ４年４年４年４年    伊是名虹也伊是名虹也伊是名虹也伊是名虹也    新城もあ新城もあ新城もあ新城もあ        濱川あさひ濱川あさひ濱川あさひ濱川あさひ    

  

１．１．１．１．目的・動機目的・動機目的・動機目的・動機    

私たち粟国小自然観察クラブは、活動をはじめて今年で３年目になります。粟国島には、

一年中島に住んでいる留鳥と粟国から遠く離れた場所からやってくる渡り鳥など、色々な

種類の鳥が生息するため、沖縄県の「鳥獣保護区」として大切にされています。 

そこで、私たち自然観察クラブは、粟国村に生息する野鳥を調べ、その数や種類、観察

できる場所を詳しく調べ、過去の２年間の結果と比べることで、粟国村にはなぜたくさん

の野鳥が生息するかを調べることにしました。 

 

２．２．２．２．方法・内容方法・内容方法・内容方法・内容    

（１）粟国村内の調査地で観察した野鳥の種類、個体数、観察場所を記録する。観察地は、

粟国小中学校周辺地区、四志地区、寄草地区、寄草西地区、巣飼地区、さらに今年は

大正池地区、最終処分場、金附名（かなじきな）でも観察を行った。 

（２）観察した野鳥を「日本鳥獣目録改訂版」を活用して個体数を記録する。 

（３）双眼鏡で観察したり、カメラで写真を撮ったりしながら、図鑑を使って野鳥の種類や 

特徴を調べる。 

（４）調査した野鳥の種類・個体数・観察地の自然環境を比べ、わかったことや疑問に思っ

たことを図鑑で調べたり、粟国村観光協会・粟国村鳥獣保護監視員の四方さんに相談

してまとめる。  

 

資料１ 観察地の位置   

粟国島は那覇市の北西約６０km にあり、面積は７､６４㎢、周囲約１２km の小さな島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３．３．３．結果結果結果結果    

２０１６年度に観察した野鳥 １７科２２種 

２０１７年度に観察した野鳥 １５科２０種 

２０１８年度に観察した野鳥 １６科３１種 

３年間で観察した野鳥     ２１科４０種 

 

資料２ 2016 年・2017 年・2018 年度に観察した野鳥の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 2018年度

1 ○

2 ◎

3 △

4 ○

5 ◎

6 ◎

7 ○

8 △

9 △

10 △

11 △

12 ◎

13 ○

14

15

16

17 △

18 ○

19 ○

20 ○

21 △

22 △

23 △

24 △

25 ◎

26 ◎

27

28

29 ○

30

31 ◎

32 　

33 　

34 △

35 ◎

36

37 ○

38 △

39 ○

40 △

◎観察でよく見かける ○季節によって見かける △あまり見ることがない。

ミフウズラ △ミフウズラ科

インドハッカ △ムクドリ科

ツメナガセキレイ

メジロ

セッカ

スズメ

ヤツガシラ

カワセミ

ブッポウソウ

チョウゲンポウ

リュウキュウツバメ

△

スズメ科 ◎ ◎

○

◎ ◎

△

◎

マガン

○ ○

セイタカシギ科 △

◎

◎ ◎

カイツブリ

キジバト

バン

セイタカシギ

ハト科 ◎

サギ科

◎

○ ○

◎

科 目 2016年度 2017年度

カイツブリ科 ○ ◎

アマサギ

アオサギ

チュウサギ

コサギ

鳥の名前

◎ ◎

ダイサギ

ムラサキサギ

マガモ

カルガモ

シロガシラ

イソシギ

アカガシラサギ

カワセミ科

オオバン
クイナ科

ハヤブサ科

△

ブッポウソウ科 △

◎ ○

△

キンクロハジロ

オシドリ

カモ科コガモ

イソヒヨドリ

アカハラ

ジョウビタキ

ハシビロガモ

クロハラアジサシ アジサシ科

セキレイ科
ハクセキレイ

メジロ科 ○

◎ ○

ヒタキ科

エゾビタキ

ヒヨドリ

ツグミ

シギ科

セッカ科

○ ○

ヤツガシラ科 △

△

△

○

△

ツバメ科 ◎ ○

ヒヨドリ科

粟国の野鳥研究　～粟国村の自然を大切にしよう～
粟国村立粟国小学校「自然観察クラブ」　
５年　宮城秀平　　山内桃佳　　新城琉世
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資料３ ２０１８年度に観察した野鳥の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※寄草地区にはため池が３つあるので、寄草ため池①、②、③として、畑等の観察地は「寄草」と

表記しています。四志地区にもため池があり、畑等は「四志」としてため池と区別しています。 

 

４．４．４．４．考察考察考察考察    

（１）自然観察クラブの活動以外でも、学校の周辺では、イソヒヨドリ、スズメ、シロガ

シラ、リュウキュウツバメ、キジバトをいつも観察することができた。これらの野

鳥は、粟国島に生息する代表的な野鳥と言える。 

（２）寄草地区や四志地区、大正池や最終処分場などのため池で色々な種類の野鳥を観察

することができた。粟国村はため池が多く、水辺を好む野鳥にとって住みやすい環

境であると考えられる。 

（３）１０月からハクセキレイ、チョウゲンボウなど、夏には観察できなかった野鳥が見

られるようになった。特に、カモ科が多く、コガモやカルガモ、キンクロハジロな

どが観察できた。これらの野鳥は、秋から冬にかけて、寒い地域から暖かい粟国に

飛来し、冬をこす、「冬鳥」であることがわかった。 

（４）３年間で観察した野鳥の種類を比べると、季節によって観察できる野鳥に違いがあ

った。粟国島に飛来する野鳥は、寒い地域から暖かい地域へ、又は、暖かい地域か

ら寒い地域へ移動する際の休憩場所として、粟国島に飛来していることがわかった。 

数 観察地 数 観察地 数 観察地 数 観察地 数 観察地 数 観察地 数 観察地

1 3 四志

1 大正池

2 四志ため池

3 2
寄草

ため池①
2

寄草
ため池②

1
四志

ため池
1

最終
処分場

1
最終
処分場

1
寄草

ため池①

2 四志ため池

5 1 四志

6 1 四志ため池 2 寄草ため池③

7 1 最終処分場

2
寄草

ため池①
2 寄草

1
寄草

ため池②
1 四志

9 2 学校周辺 5 四志 10 大正池

10 1 寄草

11 10 学校周辺

12 2 寄草 1 四志 1 最終処分場

13 2 四志

14 2 巣飼

15 5 巣飼 2 最終処分場

16 3 学校周辺

17 1 かなじきな

2 最終処分場 2 寄草

4 四志ため池 4 浜集落

19 1 四志ため池 1 大正池

1 四志ため池

1 寄草ため池①

21 1 最終処分場 1 最終処分場

22 1 四志ため池 2 最終処分場

5 かなじきな

9 寄草ため池③

24 1 最終処分場

25 1 寄草ため池①

26 3 寄草ため池③

27 1 かなじきな

7 四志ため池 1 四志ため池

1 最終処分場 1 寄草ため池① 2 寄草ため池①

29 1 かなじきな

30 1 最終処分場

1 最終処分場

1 四志ため池

かなじきな

10
寄草

ため池③
1

四志
ため池

1
四志
ため池

1 1
寄草

ため池①

2 四志ため池

1 最終処分場

四志
ため池

1

2 寄草ため池３

ダイサギ 1
寄草

ため池②
2

ハト科

ミフウズラ ミフウズラ科

イソヒヨドリ

スズメ

鳥の名前 科目

28 カイツブリ カイツブリ科

キンクロハジロ

カルガモ

カモ科

マガモ

サギ科

ヒタキ科
エゾビタキ

セキレイ科

クイナ科

31 クロハラアジサシ カモメ科

バン

オオバン

18

20

23

4

6/1 くもり24℃ 6/29 晴れ30℃
番号

9/14 晴れ30℃ 11/9 くもり24℃ 11/16 晴れ24℃

8 セイタカシギ
セイタカ
シギ科

コサギ

ムラサキサギ

アマサギ

10/26 晴れ26℃

2 チュウサギ

7/6くもり 28℃

寄草
ため池②

かなじきな1

ツメナガセキレイ

チョウゲンボウ ハヤブサ科

ハシビロガモ

アオサギ

スズメ科

セッカ セッカ科

シロガシラ ヒヨドリ科

アカガシラサギ

オシドリ

ハクセキレイ

イソシギ シギ科

コガモ

マガン

リュウキュウツバメ ツバメ科

キジバト

５．５．５．５．今後の課題今後の課題今後の課題今後の課題    

 （１）クラブ活動の回数が限られていることや、野鳥の種類を区別するのが難しいので、

思うように野鳥を観察したり記録することができなかった。さらに活動の回数を増

やしたり、野鳥の種類を正確に見分けられるようにがんばりたい。 

 （２）粟国島で観察できる野鳥の数は約２２０種類いるが、自然観察クラブで観察でき

たのは、この３年間で２１科４０種だった。さらに観察を続け、２２０種の観察・

記録を目指したい。 

 （３）２０１６年、２０１７年は、野鳥の種類と観察できた場所を正確に記録すること

ができなかった。これからはしっかりと記録し、観察地で見られる野鳥の種類を

整理することで、なぜ粟国島に野鳥が多く飛来するのか、野鳥と粟国の自然との

関係を詳しく調べたい。 

 

６．６．６．６．調査を終えて調査を終えて調査を終えて調査を終えて    

 粟国の野鳥観察を通して、粟国島にはたくさんの野鳥やそのえさとなる生き物がたくさ

んいることがわかりました。特に「ムラサキサギ」は、粟国島で過去１０年間のうち３度

目の観察でともてもうれしかったです。また、国の天然記念物に指定されているマガンを

粟国で観察できてびっくりしました。もっと珍しい野鳥を観察したり、鳥のえさの捕まえ

方も調べてみたいです。 

 野鳥の数をたくさん見つけること 

ができれば、粟国島の自然が豊である 

ことと関係していると思うので、この 

活動を通して、粟国に住む色々な生き 

物や植物など、粟国の自然を大切にし 

て行きたいと思います。 

 

  

資料４ ムラサキサギ  資料５ マガン 

 

７．その他７．その他７．その他７．その他    

（１）参考資料 

・「粟国島の野鳥観察」 粟国野鳥友の会 

・「発見！あぐに島自然ガイドブック」 発行：粟国村 

・日本鳥類目録改訂第７版 日本鳥学会 

 

（２）研究成果の発表の記録 

 ・第五十八回島尻地区児童生徒科学賞作品展 金賞 

 ・第五十八回沖縄県児童生徒科学賞作品展 佳作 
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資料３ ２０１８年度に観察した野鳥の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※寄草地区にはため池が３つあるので、寄草ため池①、②、③として、畑等の観察地は「寄草」と

表記しています。四志地区にもため池があり、畑等は「四志」としてため池と区別しています。 

 

４．４．４．４．考察考察考察考察    

（１）自然観察クラブの活動以外でも、学校の周辺では、イソヒヨドリ、スズメ、シロガ

シラ、リュウキュウツバメ、キジバトをいつも観察することができた。これらの野

鳥は、粟国島に生息する代表的な野鳥と言える。 

（２）寄草地区や四志地区、大正池や最終処分場などのため池で色々な種類の野鳥を観察

することができた。粟国村はため池が多く、水辺を好む野鳥にとって住みやすい環

境であると考えられる。 

（３）１０月からハクセキレイ、チョウゲンボウなど、夏には観察できなかった野鳥が見

られるようになった。特に、カモ科が多く、コガモやカルガモ、キンクロハジロな

どが観察できた。これらの野鳥は、秋から冬にかけて、寒い地域から暖かい粟国に

飛来し、冬をこす、「冬鳥」であることがわかった。 

（４）３年間で観察した野鳥の種類を比べると、季節によって観察できる野鳥に違いがあ

った。粟国島に飛来する野鳥は、寒い地域から暖かい地域へ、又は、暖かい地域か

ら寒い地域へ移動する際の休憩場所として、粟国島に飛来していることがわかった。 

数 観察地 数 観察地 数 観察地 数 観察地 数 観察地 数 観察地 数 観察地

1 3 四志

1 大正池

2 四志ため池

3 2
寄草

ため池①
2

寄草
ため池②

1
四志

ため池
1

最終
処分場

1
最終
処分場

1
寄草

ため池①

2 四志ため池

5 1 四志

6 1 四志ため池 2 寄草ため池③

7 1 最終処分場

2
寄草

ため池①
2 寄草

1
寄草

ため池②
1 四志

9 2 学校周辺 5 四志 10 大正池

10 1 寄草

11 10 学校周辺

12 2 寄草 1 四志 1 最終処分場

13 2 四志

14 2 巣飼

15 5 巣飼 2 最終処分場

16 3 学校周辺

17 1 かなじきな

2 最終処分場 2 寄草

4 四志ため池 4 浜集落

19 1 四志ため池 1 大正池

1 四志ため池

1 寄草ため池①

21 1 最終処分場 1 最終処分場

22 1 四志ため池 2 最終処分場

5 かなじきな

9 寄草ため池③

24 1 最終処分場

25 1 寄草ため池①

26 3 寄草ため池③

27 1 かなじきな

7 四志ため池 1 四志ため池

1 最終処分場 1 寄草ため池① 2 寄草ため池①

29 1 かなじきな

30 1 最終処分場

1 最終処分場

1 四志ため池

かなじきな

10
寄草

ため池③
1

四志
ため池

1
四志
ため池

1 1
寄草

ため池①

2 四志ため池

1 最終処分場

四志
ため池

1

2 寄草ため池３

ダイサギ 1
寄草

ため池②
2

ハト科

ミフウズラ ミフウズラ科

イソヒヨドリ

スズメ

鳥の名前 科目

28 カイツブリ カイツブリ科

キンクロハジロ

カルガモ

カモ科

マガモ

サギ科

ヒタキ科
エゾビタキ

セキレイ科

クイナ科

31 クロハラアジサシ カモメ科

バン

オオバン

18

20

23

4

6/1 くもり24℃ 6/29 晴れ30℃
番号

9/14 晴れ30℃ 11/9 くもり24℃ 11/16 晴れ24℃

8 セイタカシギ
セイタカ
シギ科

コサギ

ムラサキサギ

アマサギ

10/26 晴れ26℃

2 チュウサギ

7/6くもり 28℃

寄草
ため池②

かなじきな1

ツメナガセキレイ

チョウゲンボウ ハヤブサ科

ハシビロガモ

アオサギ

スズメ科

セッカ セッカ科

シロガシラ ヒヨドリ科

アカガシラサギ

オシドリ

ハクセキレイ

イソシギ シギ科

コガモ

マガン

リュウキュウツバメ ツバメ科

キジバト

５．５．５．５．今後の課題今後の課題今後の課題今後の課題    

 （１）クラブ活動の回数が限られていることや、野鳥の種類を区別するのが難しいので、

思うように野鳥を観察したり記録することができなかった。さらに活動の回数を増

やしたり、野鳥の種類を正確に見分けられるようにがんばりたい。 

 （２）粟国島で観察できる野鳥の数は約２２０種類いるが、自然観察クラブで観察でき

たのは、この３年間で２１科４０種だった。さらに観察を続け、２２０種の観察・

記録を目指したい。 

 （３）２０１６年、２０１７年は、野鳥の種類と観察できた場所を正確に記録すること

ができなかった。これからはしっかりと記録し、観察地で見られる野鳥の種類を

整理することで、なぜ粟国島に野鳥が多く飛来するのか、野鳥と粟国の自然との

関係を詳しく調べたい。 

 

６．６．６．６．調査を終えて調査を終えて調査を終えて調査を終えて    

 粟国の野鳥観察を通して、粟国島にはたくさんの野鳥やそのえさとなる生き物がたくさ

んいることがわかりました。特に「ムラサキサギ」は、粟国島で過去１０年間のうち３度

目の観察でともてもうれしかったです。また、国の天然記念物に指定されているマガンを

粟国で観察できてびっくりしました。もっと珍しい野鳥を観察したり、鳥のえさの捕まえ

方も調べてみたいです。 

 野鳥の数をたくさん見つけること 

ができれば、粟国島の自然が豊である 

ことと関係していると思うので、この 

活動を通して、粟国に住む色々な生き 

物や植物など、粟国の自然を大切にし 

て行きたいと思います。 

 

  

資料４ ムラサキサギ  資料５ マガン 

 

７．その他７．その他７．その他７．その他    

（１）参考資料 

・「粟国島の野鳥観察」 粟国野鳥友の会 

・「発見！あぐに島自然ガイドブック」 発行：粟国村 

・日本鳥類目録改訂第７版 日本鳥学会 

 

（２）研究成果の発表の記録 

 ・第五十八回島尻地区児童生徒科学賞作品展 金賞 

 ・第五十八回沖縄県児童生徒科学賞作品展 佳作 

 

 


